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　皆さん、こんにちは。
　まずは本日より入会していただきました鈴木様ありがとうございます。
　気温も随分暑くなりましたが、今日は少し肌寒い気候となっていますので、皆様お身体には充分お気を付
けください。
　先月末に9ロータリー親睦ゴルフに参加してきました。
　本日の卓話講師は、こばと学園  園長  福島友利様・主任  和田健太郎様にお越しいただきました。お忙し

い中ありがとうございます。
　さて本日の会長報告は、少し前の新聞記事がユニークだったので紹介をさせていただきます。選択的夫婦別姓にしないと
2531年（500年後）は日本人全員の名字が「佐藤」になるかもと言うものでした。東北大高齢経済社会研究センターが試算
したところ、毎年50万組が結婚しており、その分名字の数が減っていて、現在国内で最も多い名字が「佐藤」で、全体の1.5%
を占めるそうです。結婚や離婚、出生・死亡といった増減要因による佐藤姓の変化を見たところ、昨年1年間で0.83%増加し
ていたそうです。このまま夫婦同姓のルールが続き、佐藤姓の占有率が伸びると仮定すると、2446年に佐藤姓が50%、2531
年に100%になるそうです。夫婦別姓が導入された場合は、500年後でも7.96%にとどまり、多様な名字が保たれるそうです。
　本日もよろしくお願いいたします。

会 長 報 告� 佐藤　義記  会長

◦2024年5月のロータリーレートは1ドル
157円となります。

◦国際ロータリー第2640地区よりガバナー
月信5月号が届いております。 … 回覧

◦こばと学園より、先日のいちご狩りに際
してのお礼状が届いております。また園

児たちからも手紙や絵をいただいております。 …… 回覧
◦こばと学園便り ……………………………………… 回覧

幹 事 報 告� 北浦　康臣  幹事

　児童養護施設こばと学園
です。今回、当園を知って
いただく機会を頂きありがと
うございます。また、令和
6年2月23日、65周年本当
におめでとうございました。

式典にも招待頂きましたこと、この場をおかりして感謝申し上
げます。
　平素より学園の子ども達の為に色々な場面でご支援いただ
いておりますこと、うれしく思っております。私たち職員も力を
合わせて支援していきますので、変わりなきご指導よろしくお
願いします。では、学園の現在に至るまでを簡単に説明します。
昭和29年戦災により親や家のない子どもたちの保護救済を目
的とし、海草郡33か町村により設立されました。以来、一貫

して子ども達の幸福な未来を信じ子ども達の権利の主体である
ことを、基本理念に入所児童一人ひとりに対し職員が一丸に
なり親子構築と自立支援に取り組んでいます。私が、就職した
36年前には定員が70名でした。時代という言葉で語っても良
いのかは分かりませんが、建物は平屋づくりの1棟であり、一
部屋に8人の子ども達が生活しておりました。今では考えられ
ない生活状況であったと思います。平成18年には全面工事を
行い、管理棟男子棟女子棟の3棟からなる施設へと変わりまし
た。その時点で定員を60名に変更。それ以降は、より家庭に
近づけるために、6人の小規模グループケア棟への移行が求め
られるようになりました。当園でも大舎の形を持ちながら、23
年には女子グループケア棟クローバーの家が開設、25年には
男子グループケア棟あすなろの家を開設、また令和4年には男
子棟の2階を改築工事し、6人のすばるの家がスタートし、今
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出席報告 会員数 51名（内出席規定適用免除会員8名）

枡岡　一樹　出席委員長 5月9日（本日） 36名/45名 80% 皆さん、出席してください。

■卓話「社会変革をもたらす分離融合のDX人材育成
� -和歌山大学の取り組みとフィンテックの事例から」
� 和歌山大学社会インフォマティクス学環  学環長  竹内  哲治さん

■お誕生日お祝い�
細川　竜二さん　５月８日、枡岡　一樹さん　５月21日
宇治田大助さん　５月26日

■ピアノ演奏� 中井　利枝さん
True Love(Cole Porter)
Dream(Johnny Mercer)

■クラブフォーラム「青少年奉仕」�

■卓話「こばと学園について」
� こばと学園  園長  福島友利さん、主任児童指導員  和田健太郎さん

■ロータリーソング� 枡岡　一樹　ソング委員長
「君が代」「奉仕の理想」

■クラブフォーラム「地区協議会の報告」

本日の例会� 5月16日（木）

前回の例会� 5月9日（木）

次回の例会� 5月30日（木）

角谷　芳伸さん 福島園長お忙しい中お越しいただきありがと
うございます。

瀧川　嘉彦さん 福島園長様本日は卓話よろしくお願いします。
赤井　雅哉さん 福島様本日はありがとうございます。
乾　　敦雄さん 福島園長様本日はありがとうございます。

和田さんもごぶさたしてます。
乾　　敦雄さん 鈴木さんご入会ありがとうございます。
片岡　聖佳さん 新会員鈴木裕介様ようこそ!!よろしくお願い

します。
奥村　申二さん 鈴木さんご入会おめでとうございます。
藤村　孝義さん 福島様卓話よろしくお願いします。
細川　竜二さん 福島様本日の卓話よろしくお願いします。
山﨑　　肇さん こばと学園福島園長、本日の卓話宜しくお

願い致します。
枡岡　一樹さん こばと学園福島園長様、卓話ありがとうござ

います。
宇治田大助さん 福島様本日の卓話よろしくお願いします。

島垣　利光さん こばと学園福島園長様卓話ありがとうござい
ます。

釣谷　泰介さん こばと学園福島園長様、和田様本日の卓話
よろしくお願いします。

釣谷　泰介さん 家内の誕生日に素敵なお花を頂きありがとう
ございました。

山中　　斉さん 福島園長様、本日はよろしくお願いします。
佐藤　義記さん 鈴木様御入会おめでとうございます。
 こばと学園福島様和田様お忙しい中ありが

とうございます。
北浦　康臣さん こばと学園福島園長様本日卓話宜しくお願

いします。
栗本　信行さん 鈴木様入会ありがとうございます。
 こばと学園福島様和田様お越しいただきあ

りがとうございます。
 本日第38回例会よろしくお願い致します。

本日の累計…29,000円（計17名19件）　〔お誕生日お祝い…380,000円　奥様花お礼…128,000円　皆出席表彰…60,000円　その他…1,327,000円　累計…1,895,000円〕

にこにこ箱にこにこ箱 ありがとうございました

年度には女子棟2階を改築工事し、6人のかえでの家がスター
トしました。今は高校生は一人部屋中学生以下の子ども達も
二人部屋となっています。定員も令和3年より現在の45名とな
りました。現在は38名の子ども達が生活しております。では、
その生活状況について、説明したいと思います。
　特別ではない、普通の暮らしが送れるように心がけています。
カーテンを開け「おはよう」のあいさつで一日が始まります。
　朝食を済ませ、「いってきます」と地域の幼稚園や小学校、
中学校、高校へと登校します。学校が終われば、それぞれに
宿題をしたり、クラブ活動や習い事に参加する子、学校の友
達や学園の友達と遊びにいったり、部屋でゲームをしたり本を
読んだりする子もいます。アルバイトをして自立や進学の為に
貯金する高校生もいます。
　夕食を食べお風呂に入り、「おやすみ」で一日が終わってい
きます。
　誕生日やクリスマス、お正月などの特別な日は、家庭と同じ
ようにお祝いやパーティーをします。夏休みや冬休み等長期
休みや週末を利用して様々な行事を企画しています。少しでも
経験や余暇の充実に繋がればと考えています。みかん狩りや、

いちご狩り等、招待いただき、大変良い体験になっています。
　現状、学業に対して目標を持ち意識できる子が多くなってい
ます。よって学業が向上し、志望高校の選択肢も増えています。
また、大学、専門学校等の進学率も少しずつではありますが
増えています。小さい子が学業に励む、お兄さん、お姉さん
を見て小さい子も勉強に対する習慣がつき、良い傾向に向かっ
ていると感じています。勉強だけがすべてではないですが、少
しでも良い環境へと繋がればと思っています。
　子どもたちは、悪いことをしてここに来たわけではありません。
親と離れて生活することがどれほど心細く、寂しく、辛いことか。
だからこそ、私たちは子どもの最善の利益のための支援を常
に心がけ、一人一人の権利を大切にしています。生きる権利、
守られる権利、参加する権利、育つ権利等の基本的な権利を
守ることを第一に、これ以上辛い思いをしなくて済むように自
分のもつ権利について教え伝えるようにしています。
　簡単ではございますが、こばと学園について説明させていた
だきました。施設を知っていただく事で、子ども達の成長と自
立へと何らかの形で繋がっていけばと感じています。


